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－後期讃歌への道（その2)－
哲 朗山 元
全般にフランス革命より多くの影響を受け， ドイツ固有の屈折した精神
の相貌を浮き彫りにしているともいえるドイツ・ロマン主義は,Schlegel
兄弟やNovalis等のJena時代を中心にくりひろげられて行ったのであ
るが， 常に根が深くさまざまな問題をはらみながら展開して行ったその
Romantikを今一度尋ねおこしてみると，今日の時代にも大きな問題を投
げかけていることが解る． ．
ここでやはりそれらの問題の根底に横たわっている契機として考えて行
かねばならないのは， まず当時のドイツの社会的，政治的後進性，いわゆ
るドイツの惨状， ここでHegelの言葉を借りれば,Unwirklichkeitdes
6ffentlichenLebensであるといえる．Engelsはその『フォイエルバッ
ハ論』の中で, Hegelが徹底的に革命的な思考方法を用いながらきわめ
て温順な政治的結論を生み出している点を説明して，次のように極端な言
葉を投げかけている． 「この事はHegelが一人のドイツ人であって，彼の
同時代人ゲーテと同様にHegelの頭のうしろにも一房の俗物のまげがぶ
らさがっていたことによるのである.GoetheもHegelも，それぞれの
領域でオリュムポスのゼウスであった．だが二人共ドイツの俗物からすっ
かり解放されていなかったのだ.｣')この詳細は別にしても，如何にドイツ
の政治的後進性や近代化の立ち遅れがドイツ精神にとって根の深いものを
持っていたかを例示しているものと思われるのである．
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1Kleistの,,RObertGiska㎡@,,,D eHermannsschlachtl@,,,Prinz
FriedrichHomburg"等には,Napoleon占領下の祖国の荒廃と重圧を救
済せんとする激しい希いが溢れており，祖国の為の活動の挫折感は,,Das
letzteLiedC@に悲痛の叫びを響かせているのである．
同じようにPreuBen崩壊の火の粉を浴び，貧苦の底をあえぎながら，
そしてそれが故に一層の芸術の豊かさを請い願ったHoffmannは，殊に
長篇,,MeisterFlohl@において反動的・俗物的なものに対し痛烈な批判を
なしているのであるが， このような窮乏の時代の危機の最中にあってこ
そ，真に深く研ぎすまされた精神，また予言者的な精神の光によって指導
されていくことが，何よりも切望されていることを示すものであろう．
H61derlinがその詩,,GesangdesDeutschen@(の副題としてホラティ
ウスの次の言葉を引用しているのが，今思い出されてくるのである．
精神によって指導されない力は， 自分の重さの為に崩れ落ち，制御さ
れた力は神々によって，より高いものへと導かれる． 2）
もともとそれ自体がLukAcsのいうように，ヨーロッパ的な規模でく
りひろげられた思想運動である啓蒙主義の政治的実践であったフランス革
命の精神に，真に忠実であろうとすれば，一面ロマン主義者として結果的
には混沌のうちに孤立せざるを得なかったとものと思われるのであるが，
これはまさにドイツ近代文学における一つの宿命であるといってよい．
ドイツ文学は運命の文学といわれているが， ドイツ文学がドイツ民族の
運命の何らかの形での反映であるとすると，文字通りドイツの貧困と闘っ
た一人の詩人の姿に眼を向けてみたいと思うのである． このことは，今も
脈打つ生命感に触れんとする真蟄な姿勢で臨む限り，極めて重要な，そし
て現代的な意義を持っているに違いないと思うからである．
同一の源泉より奔出しながら，明朗と暗諺の二大潮流に分かたれ葛藤し
行くドイツ精神史の真只中に身を置いて，己が肩に祖国の重苦しい運命を
荷い，まさにKlassikからRomantikへの過渡期に立って”ドイツよ’
I
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決してお前の魂を見失うな.ﾉ“と警告の詩を吐きながら，永遠の遍歴に旅
立って行ったH61derlinの姿が，ここに浮び上ってくるのである．
幾多の内乱に相つぎ，国力や人心の決定的な疲弊をみるに至った30年戦
争後の当時のドイツは，政治的には無力な小連邦の名目的集合体に過ぎ
ず，外国勢力への屈服を強いられた悲惨な状態一一H61derlinはこれを夜
の時代（勿論RomantikのNovalis等の云うところの夜とは全く異にす
る，いわゆる窮乏の時代）といっているのであるが， この状態は反面にお
いて統一国家を要求する解放運動の高まり，つまりどん底の状態にあるか
らこそ立ち上ろうという運動の高揚一命がけの飛躍一（このような天
才的な方法によらねば道がないことをMarxはいたるところで述べてい
る.）によって克服されねばならない． それは， ドイツが精神的にも大き
く飛躍し，発展して行かねばならない極めて重要な時期でもあったといえ
るのである．
新教的なプロシア国土とはうってかわって対照的なカトリック的反プロ
シア的南ドイツに生い育ち，南方の風土に特有の明るい自由主義的な大気
のうちに詩作と転身を重ねながら,Rilkeの詩,,AnH61derlin:<からの
言葉を借用すれば,WandernderGeistの化身ともいうべきH61derlin
が，時としてJenaに,Homburgに,Stuttgartに,Hauptwillに，そ
してBordeauxにとなした幾多の漂泊が織りなす人生流転一世界の夜
の時代に諸国民の間を盲いた詩人がひとり光を求めてさまよう， というこ
の逆境こそが，彼の激しい理想主義を育くみ，それを不動のものとしてい
ったといえるのであり， この事がH61derlin理解の決定的な視点である
といえる．
フランスの詩人が民族的共同体とゆるぎなき伝統を踏まえているのに反
し， ドイツの詩人はひとり何の支えもなく詰莫たる境地に佇ずんでいると
ころに，両者の最も本質的な相違がある， というStael夫人のこの有名
な言葉の意味を今ここでもう一度考えてみると， ドイツとフランスの精神
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Iの相違を端的に語り，その急所をついているこの言葉は， またドイツ詩人
が多分に孤独性，更に超越的内面性を有しており， ドイツ個人主義が最も
固有で内面的な，そして最も個人的な体験のみを文学に結晶する傾向が強
いことを示唆するものである．そして反面，社会的位置の定着していない
ドイツの作家の宿命が， ここに顔をのぞかせているといえる．
さらに， 「不思議な矛盾であるが， ドイツは自己の物質的無力を感ずれ
ば感ずるほど夢想の世界に退き， この中で壮大な普遍的使命を凝視する傾
向が強い｡｣3)に見られ，またPierreBertauxもその著"H61derlinund
Franz6sischeRevolution@:においてこれと同様の主旨を述べている事が
興味深く思い出されてくる．
これまで見てきたように，社会的連帯性の欠乏，専制的プロシアとその
卑俗性に絶望するH61derlinは，理想の国家の姿を求めるが故に，これら
に対して彼の魂は闘いを挑まざるを得ない宿命を荷っていたといえよう．
幼少の頃から自然の姿に敬虐な祈りをこめ，全てのものに神の存在を求
めてきたH61derlinは,神話的な世界観を根底として，個人と国家の関係
を個別と全体の関係において，つまり古代ギリシアに範を求めたEnkai
panの精神に基づいて把握しようとする．Bei6nerやStaigerがこの問
題を研究の中心テーマにしているように，個別は個別的存在として一つの
完全な独立した存在を保ちながら，他の個別的存在と結び合った自由な連
合として生かされてくるのである． ここに大いなる全体， より高い次元で
の全体が詩的に構想されてくるのである．
EineWeltistjedervoneuCh,wiedieSternedesHimmels
Lebtihr,jedereinGott,infreiemBundezusammen.
K6nnt'ichdieKnechtschaftnurerdulden,ichneidetenimmer
DiesenWaldundschmiegtemichgernansgeselligeLeben.
FesseltenurnichtmehransgeselligeLebendasHerzmich,
DasvonLiebenichtl26t,wiegernwiirdeichuntereuchwohnen!
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先述の如く， 30年戦争後の荒廃と混乱に満ちた当時の社会にあって，そ
の抑圧感に耐えられないH61derlinが何よりも希求したものこそ，この
freiesBundの精神に他ならないのである．
既にTiibingen在学中にあって古代ギリシア研究に没頭していたH61-
derlinは，そこに人類の理想の姿を見出しているギリシアから， その輝
やかしいHellasを祖国ドイツにもたらすべく，激しい情熱で青春の日々
を満たして行くのである．
「精神の美がそのまま肉体の美であるという優れた国民性が発揮されて
いた古代ギリシアでは，詩や文学も純粋に国家に奉仕する事が出来た.｣4）
とFritzStrichは述べている力i,18世紀末のドイツ精神界一般に注ぎ込
まれた強烈なギリシヤ熱もさることながら,H61derlinが実にこれを，自
己をとりまく自然との一体感一つまり自然と一体となるところに自己本
来の生活の核心があるとしたところに，特に注意を向けねばならないであ
ろう．
相対立する契機が最後のところで統一的な宇宙の中に調和的に包まれて
いくGoetheにあっては，これはHellenismus,Renaissance,Christen-
turn,東洋的なるものが一体となっており,LessingJPSchillerにあっ
てはギリシア精神と対決することによって，はじめて自らのうちに同化し
得た． しかしH61derlinはHomerをPindarをSophoklesを，生ま
れながらに自己の精神のなかに肉化していた，いうならば運命的とまでい
えるほど，ギリシア精神を純粋に血肉化しているのである．
ImheiligstenderStiirmefalle
ZusammenmeineKerkerwand,
Undherrlicherundfreierwalle
MeinGeistin'sunbekannteLand!
HierblutetoftderAdlerSchwinge;
AuchdrtibenwarteKampfundSchmerz!
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BisanderSonnenletzteringe,
GenahrtvomSiege,diesesHerz.(DasSchicksaal第11節）
と生気も光彩もない当時のドイツに生きるよりは,Hellasの光り輝や
く古代ギリシアの同胞でありたいと，運命の神に死を希っているのであ
る． これは後年，精神の深い闇路に包まれて行くのを暗示しているかのよ
うに思われる．
H61derlinは地中海もギリシアも終生現実に見ることは無かったのであ
るが，まさに天才的直観力によって裏づけられたH61derlinのギリシア像
は，現実以上の現実であった．
1793年Tiibingenの学業を終え,H61derlinにとっては終生の生業と
もなった家庭教師の職を得て1796年Frankfurta.M.のGontardt家に
おもむいているが， この家の夫人Susetteとの運命的な遭遇が詩人の生
涯とその作品に大きな影響を与えた事は周知の通りである． この全的にし
か生きられない詩人の心情は，人生の運命的な瞬間にこそ全てをかけて生
きようとする詩的表現へと昇華され, GoetheがFriederikeに対し，
NovalisがSophieに対し,Ho任rnannがJuliaに対するように，否そ
れ以上にH61derlinの愛が悲劇的であったのは，愛そのものElementの
中に既に悲劇性がはらんでいたことにあろう． この破局こそ詩人としての
使命に生き抜く悲惨と栄光をH61derlinに自覚させたと云ってよい．この
期を境としてH61derlinは数篇のDiotima詩篇をはじめとし,,,Anden
Ather",,,AndenFrtihling6l,,,GesangdesDeutschen@@,,,DieH i-
math",,,Heidelberg",,,DerWanderer!@等多数のOde､Elegieを生
み出し,Epigrammにおいても彼独自の境地を開拓しているのである．
古代ギリシアに理想の国土を求め，祖国の独立と自由の為に敢然と戦場
におもむき，一時絶望的な気持になりながらも，祖国への旅の途上，暖い
大自然になごめられて魂の平安を見出すという， このような内容の小説
,,HyperionG@もこの期に完成しているが，その中でH61derlinが求める理
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想の国の姿を,Hyperionの口を借りて，次のようにいわしめている．
「おお，ベラルミンよ’ある民族が美を愛し， 自国の芸術家を守護神と
して重んじる所では，一つの普遍的な精神が生気の如く吹きわたり， もの
おじする心はうち開かれ， 自負の念は解け去り，凡ゆる心情は敬虚であ
り，かつ偉大であり，霊感は英雄を生み出すのである．万人の故郷はかく
の如き民族の国であり，異邦人も喜んでそこにとどまるであろう.」5)異邦
人として， ドイツとその国民に失望したHyperionの嘆きそのままに，
自国にありながら異邦人の寂しさを胸に抱いたH61derlinにとって，
Hyperionの口から吐き出されるドイツ弾劾のあの激しい言葉こそ，憂国
の詩人として， まさに不幸な祖国ドイツに対する燃えるような愛情のあら
われなのであり， このように激烈な言葉を吐かざるを得なかった事は，時
代に対する憂慮の深さを物語るものである．愛深き者ほど深く憂い，愛す
る者に向かって激しく怒るHOlderlinの真意は,1795年1月友人宛の書
簡の中で， 「民衆に働きかけるには民衆を憤激させなければ……」 という
言葉にも如実に示されている．
H61derlinのこのアクチュアルな姿勢こそ貧苦を超えてなお歌わねばな
らぬという使命感のあらわれであり，神々を己の生命をかけて守った人間
の魂の叫びであった．私共はここに一人の人間の到達したヒューマニズム
の極致を知るのである．
H61derlinの云うドイツ主義が，いわゆる視野の狭い国家主義，民族主
義とは全く異ったものであり, ,,Hyperion$@での国家主義に対する痛烈な
呪誼，糾明は， とりも直さず沈滞しきっているドイツ民族意識の高揚，覚
醒を激しく促すことにあったのである． そしてH61derlinの祖国への愛
がHellas再現可能の国として生じたものでもなく，又単に彼が内にギリ
シア的理想を抱きながら惨めなドイツ的現実に住んでいたものでもない．
H61derlinのドイツへの愛と責任はギリシアへの愛と同様に，詩人の全生
涯を貫いているということ，表現を変えれば,H61derlinが詩人としてド
’
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’イッヘの愛と責任とを放棄し得なかったところに，彼の生涯の崇高な悲劇
が存在している， ということが出来る．
常に深淵に追い込まれ，深淵を背にし， 悲境の底に立つ時,H61derlin
の詩の精神は「万有に存在する神の中において我らは常に結合する」とい
うゆるぎなき信仰の世界へとおおらかにあまかけめぐり，己の理想がこと
ごとく崩れ去ったかに見えるとき，彼は冷厳に現実を直視し， この現実
に，母なる大地にしっかりと足を踏んばらせ，そして神が与えた己の苛酷
な運命を全うし，遂には神によってこの至純の魂が解放されるまで，骨の
髄まで打ち砕かれても尚傷つかず，彼の本質は雄々しく凱歌を奏しながら
飛翔して行くのである．
既に巨匠であるSchillerに近づき難き重圧を感じ，強力な権力意識を
高揚するFichte,自然を敵視する理性主義・観念論の縛めから逃れるよう
にして， 1798年6月ふと訪れたこの町-Heidelbergの静かな佇い，時
あたかも初夏の陽ざしが，緑なす山野に慈雨の如く降り注ぎ，歴史を秘め
た城郭や悠久たるNeckarの流れは，一切の存在に自然，つまり生命をみ
ようとする， この若き詩人の心をとらえて離さなかったことであろう．
「遠い過去やそして未来に求めていた神的なもの(G6ttlich)が最も身近
かの，眼前の故郷の山河にあったのだ｣6)とStaigerが指摘しているよう
に,HOlderlinにとっては未知のこの町に，親しみをこめ,,Mutter;(と呼
びかける．
祖国のある一つの町を歌い，躍動する自然の中に祖国の在り方を問い続
けるH61derlinの姿勢に，敬虚で厳粛な彼の祖国観につながるものが脈打
っているに違いない．
Langelieb'ichdichschon,m6chtedich,mirzurLust,
Mutternennen,unddirschenkeneinkunstlosLied,
Du,derVaterlandsstadte
Landlichsch6nste,sovielichsah.(Heidelberg第1節）
’
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?AdolfBeckが指摘しているように，魂の荒廃した時代に故郷を失った
者に対して，生きる希望を与えてくれる－その感謝に満ちた言葉で始ま
っているといえる．
WiederVogeldesWaldesiiberdieGipfelHiegt,
SchwingtsichiiberdenStrom,woervorbeidirglanzt,
LeichtundkraftigdieBriicke,
DievonWagenundMenschent6nt.(同第2節）
この第2節には早くもH61derliI1特有の力強い動きが，あふれんばかり
に張って来ている．流れにかかる橋を山を越えて飛ぶ烏に臂え，弓状に弧
を描いてかかる橋の姿をsichschwingenという風に，詩人の眼は橋を
静止した形態とみているのではなく，一つの岸から他の岸へと動くものと
して， とらえているのである．この動的な描写こそH61derlinの全作品に
渉る著しい特徴であるが， これはWaltherKillyJf>UvoH61scherが
引用しているように， 「万物は流転する」といったヘラクレイトスの自然
観にその源を辿ることが出来るのではないかと思うのである．
丁度この詩と同期の作品である ,,DesMorgens@(の冒頭の二節を引用
する．
VomThaueglanztderRasen;beweglicher
EiltschondiewacheQuelle;dieBucheneigt
IhrschwankesHauptundimGeblatter
Rauschtesundschimmert;undumdiegrauen
Gew61kestreifenr6thlicheFlammendort,
Verkiindende,siewallengerauschlosauf;
WieFluthenamGestade,wogen
H6herundh6herdieWandelbaren.
という風に，わずか8行の中に運動を示す言葉がこれ程重なりあってい
ることは，他の詩人に余りその例を見ないところである．H61derlinが自
’
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「然を流動の相においてみようとする基本的な姿勢をよく示しているといえ
よう．
自然というものをこのように生命を有するものとしてみた詩人は,H61-
derlinだけにとどまらない事はいうまでもないが，彼のように倦むことな
く自然の秘密， 自然の啓示を歌い続けた詩人は稀であるといわねばならな
い．
時に， 史実によると， この橋は周辺にかかる三つの橋のうちで一番中
心をなしているもので,DiealteNeckarbriickeあるいは単に,,Alte
Briicke@@と呼ばれているKarlTheodor橋で,1786年から1788年にかけ
て建設された， と伝えている．H61derlinは1788年にはじめてこの町を訪
れているが，丁度その時には出来上ったばかりの新しいものであっただろ
うと思われる. W
BeiBnerの注釈によると，その後FriedrichHebbelが1836年7月14日
Heidelbergから友人のVoB宛の手紙の中で，この橋を「丁度つばめが飛
んで弧を描くようにすらりとした橋が,Neckarをまたいで威風堂々たる
城門の方へと架っている.」 という風に描いていて，二人の詩人の描写に
は大変興味深いものがみられるが，更にBertramが，その代表作『ニイ
チェ』(Nietzsche)の中で，「ドイツ語は静止より動くものを表現するの
に適した言葉である」7)といっているが，これらの例からも解るように，
ベルトラムのこの言葉が如何にドイツ精神一ドイツ語の核心を衝いてい
るかが解る．すなわちseinよりはwerdenの探究に全精神を傾けること
こそ， ドイツ精神の使命といわねばならないであろう．
さてその橋と車や人の群が渡って行くのであるが， この動きの只中に
H61derlin自身も加わって行くのである．彼は橋の挟にたたずみ,遠くを
眺めている．下方にははるかにNeckarが流れて行く．この流れの彼方
を写すことによって，読者である第三者に， この動きそのものと，動きの
悠久性，ひいては究極の動きの中に己を対時させてみせようとする．川の
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流れに乗った視覚の動きは岸によってとらえられ， 「岸が流れを見送る」
という表現の中に「ある位置に立っていながら， しかも一方進んで行くよ
うに思わせる｣， いわゆる反射鏡的な描写手法をこらしているところに注
目したいと思う．
永久に流れゆくもの（流れをとどめぬもの）がつまり時の流れであり，
見送る岸辺一つまり自然は時の原点に存在するものとしてみられる．
StaigerはZeitlichkeitとのかかわりにふれて，「流れは歴史であり，歴
史は通り去る．だが歴史の前に（に先立って）存在するのが自然である．
歴史の痕跡がすっかり無くなっても自然は存続(Bestehen)する.｣8)と
述べている．
又Heideggerは，自然は永遠に原初のものとして， そこに時間の生ま
れて来たるその意味で，歴史の故郷を宿していると考えているが， これら
の論旨を併せ考えてみると， ここに「時間」という根源的なテーマが問題
圏内に入るのであるが, Heideggerより深い影響を受けているStaiger
が，広い意味で共通の認識に立っていることは当然であろう．
第3節に至って詩人は自己の運命の必然を回想の形式で形象化しようと
する．
WievonG6tterngesandt,fesselt'einZaubereinst
AufdieBriickemichan,daichvoriiberging,
UndhereinindieBerge
MirdiereizendeFerneschien,(Heid lbe聰第3節）
そして，生と運命が際限なく開かれている若人に流れをたとえ， この流
れは彼独自の神話的世界へと注ぎ込んで行く．
UndderJiingling,derStrom,fortinEbenezog,
Traurigfroh,wiedasHerz,wennes,sichselbstzusch6n,
Liebendunterzugehen,
IndieFlutenderZeitsichwirft.(同第4節）
l
l
f
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この無限性への突入は「悲しくも喜ばしい」 (traurigfroh)色調を帯び
てくる．つまり，町を離れて平野へと急ぐNeckarの流れを，激しい情熱
に駆られる心にたとえ，それがわれながらあまりにも美しく，愛の為に亡
びゆくこともいとわず無常の時流に身を投ずる(sichwerfen)のである．
Staigerによると，このHerzは勇気を持って行動したり，試したり，
あるいは一切を判別するようなGeistではなく，切望する心情であり，
H61derlinはこれに愛をともなう限りheiligなもの，美しく豊かな生命
に溢れるもの， という言葉を与えているのである.9）
この愛のたかまり， 自然-G6ttlichに対する人の愛がたかまればた
かまるほど，狂喜し， 目もくらむばかりに，恋するものに身を亡ぼしてゆ
く－これはあのエムペードクレスの憧れ－エトナの火口に身を投ずる
Sehnsuchtにつながるものであり，己自身に課せられた運命的なものを，
詩人として愛の心を持って受容する勇気そのものなのである．
ここでは特に時という河流に身を投ずるということが，川を流れ下り，
身を没することをいうと同時に，遂には大海に，根源に帰ることをあらわ
しているのである．いわば，悲しみに裏づけられた喜びがそこにあるので
あって， これは， この節の最後の，先に述べたtraurigfrohという語に
強くこめられているのである．つまり母なる町に別れる悲しみと憧れにそ
の身をゆだねる嬉しさとが交錯するのをいうのであって，すべての愛する
友からの別離，自己の放棄，美しく生あるものからの剥奪がtraurigであ
り，縛めからの自己解放が深い感動と歓喜にうちふるえるよろこびがfroh
なのである． このtraurigfrohのような2つの相反する言葉の結合一
Koppelungは特にH61derlinのSophokles雛訳の中にも随所にみられ
る．例えばOdipusにはheiligfalsch(聖にして罪深き),Antigoneで
はzornigmitleidig(怒りつつも心寄せて）等に見ることができる．
このtraurigfrohは次の第5節以下において，像を描き，音調を響かせ
ながら映し出されてくる.
｜
’
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Quellenhattestduihm,hattestdemFltichtigen
KiihleSchattengeschenkt,unddieGestadesahn
All' ihmnach,undesbebte
AusdenWellenihrlieblichBild. (同第5節）
この逸走者(Fliichtigen)－これは永遠なるもの,Ewigkeitに対し
極めて対照的に示される言葉である． この逸走者にしばしの休息を与えよ
うとし， また血潮のように燃え立ち乍ら限り無き憧れを抱くこの若者の心
を優しく鎮めようとする． そしてQuellenは無限（永遠の生命・神）を
渇望する者の渇きを潤おしてやろうとするが， これらの優しい働きかけも
彼の歩みをとどめることは出来ず，岸辺は只驚きながら見送るばかり．だ
がここにもまたこの流れゆく者と見守る者との間に秘やかな語りかけ，戦
懐のようなもののこもった共感がみられることに注意を向けねばならな
’
‘い、
」
暗黒につつまれながらも未知の力にひかれて正しき進路をとる河流に，
国民の動向への信頼感が暗示されており，河流はいつしか詩人の心と共に
大海に，大いなる父の腕に，そしてギリシアに，個が全に合一する如く注
ぎ入るのであるが， このギリシア的動向そのもの， さらにネッカーの流れ
そのものにギリシア的発想-Enkaipanの精神と表裏一体をなして
いるのである．
自らが追放された旅人の如くであった詩人H61derlinも，たゆまなき自
然の摂理をその身にひしと感じるうちに,heimatlosな心情はいつしか消
え去り，いよいよ詩人としての天賦の務めを強く自覚して行くのである．
こうして彼の視点は流れに対照する城へと向けられて行く．大地にしっ
かりと足を踏んばらせた力量感あふれる建物の象徴としての城は，古い歴
史の重みを，そして運命の縁を語りかけるかのように谷間へと打ち迫って
行く．
AberschwerindasTalhingdiegigantische,
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?SchicksaalskundigeBurgwiederbisaufdenGrund,
VondenWetternzerrissen:
DochdieewigeSonnegoB(同第6節）
IhrverjiingendesLichtiiberdasalternde
Riesenbild,undumhergriintelebendiger
Efeu:freundlicheWalder
RauschteniiberdieBurgherab.(同第7節）
ここでもまた城は,山腹に静止する姿としてではなく，谷へ向かって傾き
落ちてゆく運動として捉えられている．前置詞inはダイナミックに4格
で示されているが， このことは，単に横に－平面にのみ着眼しないで，
いわば縦に上下の運動をも加えるものであって， この詩に限らずH61der-
lin個有の自然観一世界観に根ざすところの，彼の詩作の全領域に渉る
動的な空間構成をなすものである．
この第6節ではまた重く暗い母音が独特の音像(Klangbild)を描き，
短かく鋭い二重子音(Doppelkonsonanten)を伴なうe及びi音が3行
に亘ってみられるが，最後の行に至って一際目立つ不協和音が発せられ
ている． これは， くずれかかった城を, dionysischな自己の犠牲の精
神，あるいはあくまでも英雄的な生き方としてのTheseとすれば,doch
で強調され， より高い感覚を持つAntitheseの関係において見ることが
出来よう． そしてこの二つの表象は第三の表象へとaufhebenされて行
く．
この道程にStaigerのいうharmonischeEntgegensetzung'0)が見
られるといえるであろう．肯定的・建設的なMotivが一層強く光を放ち，
行間には力強く生気が帳り，喜びがあふれてくる．歌いあげられる対象の
殆んどには，明るく生を肯定する形容語句，例えばlebendiger,freund-
liche,heitern,fr6hlichen等が与えられ，この新しい，いわばsynthe-
tischな働きかけがこの詩の最終節を盛り上げているのである．
l
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Strauchebliihtenherab,biswoimheiternTal,
AndenHtigelgelehnt,oderdemUferhold,
Deinefr6hlichenGassen
UnterduftendenGartenruhn.
城郭は今や自然の摂理に適い，永遠に降り注ぐ光がAtherの住家であ
る無限の高みより祝福の言葉を贈り，常春藤の緑は生命の尽きることのな
き活動とそして憩のヴェールで城を優しくつつみ，親しげに挨拶をかわす
のである．
この最終節の最後の動詞が現在時称に立ち戻っていることに注意を払わ
ねばならない．
生涯を通してRuheの訪れなかった（魂の安息を得る事の出来なかっ
た）といえる詩人H61derlinにとっては，これは，いわば詩人の強い希願
であり，中段の回想形式から現実世界への視点の帰趨的な展開，つまり弁
証法的帰結といってよいであろう． Bei6nerも指摘しているこのruhn
という丸味を帯びた響きは，内的（精神的）重量感を持って私共の胸に迫
り，現実社会において満たされることの少かつた， この薄幸の詩人の魂の
安らぎを， この愛する祖国の大地に見出した喜びに他ならないと思うので
ある.’1）
傷つき疲れて，死をも決意したあのHyperionの心を鎮めたのは，祖国
ドイツの春であった．それは生命を静かにたたえて想う自然ではなく，絶
えず語りかけ働きかけて来る自然一生命力であるからこそ，渇望せる旅
人の心身を癒すことが出来るのである．生きとし生ける全てのものが，あ
ン
るところにとどまっていないで，動いて，歓呼の声を上げて彼を迎えるの
である．ある一切にnuminosな力として作用する自然は，われわれの上
に，われわれの内に，個人にも，民族にも働きかけているのである．
かって古代ギリシアにあっては統一されており，今はNaturとGeist
の両極に分裂してしまった「生の感情」 (Lebensgefiihl)を合一なさしめ
’
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るという，いわば生への熱烈なる信仰そのものが,一切の対立し合うもの，
ここではNaturとZeit,いわば神と人とがHarmonischeEntgegen-
setzungをなさしめているといえるのである．
このHeidelbergを絶讃しているM6rikeの眼は，同じSchwabenに
生まれ来た事を誇るHesseの心は，霊安らかに眠れと敬虚な祈りをこめ
て,,anH61derlinG@を捧げたRilkeの魂は，僅か14才でこの詩人に傾到
し，同じ運命の道を歩んだNietzscheの精神は，心の琴線に触れ会う音
色に傾けたWagnerの耳は，幾多の人々が讃え,Heideggerをして「詩
人の中の詩人」とまでいわしめたH61derlinのこの一篇の詩にも，あふれ
るばかりに液る力，見事なハーモニー，時代の革新を願い，未来に希望を
輝やかせる光の詩人H61derlinがドイツ人であることを如何に誇っている
ことであろうか．
では以上述べてきた点を要約してしめくくり度いと思う．
,,HeidelbergC@はH61derlinの祖国観を伺い知る詩の一つではあるが,
単に風景の描写に終っているのではなく，杼情が思想に高まり，叙景が思
想そのものの風光になっている， 自然観に裏付けされた祖国への燃えるよ
うな愛の詩であり，心的風景がmetaphysischな描写によって，詩が精
神的により高次の拡がりを示しているものである．
Hyperion的なものを出発点とし,Rilkeがそう呼んでいるように，時
代の良き進展の為に，幾多の転身(Verwandlung)を重ね，自己を犠牲
にして民衆に進むべき道を教える為に，最後にエトナに身を投ずる，エム
ペードクレスの崇高な運命愛をも，はやこの詩の行間に感ずることが出来
るのである．
Heideggerが指摘する如く，神々は過ぎ去り，来るべき神々の時代まで
のこの現在は， この中間の時代は乏しい時代である.’2)その乏しい時代に
Dichterの言葉はまさに根源的なものであると，新しい魂の年をこの地上
に開きうることへの待望と確信を持って， この乏しい時代にあってこそ常
’
’
’
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豆
に雄々しく，時代とそして運命と対決したのである． ドイツ人であること
はドイツ人以上でなければならないという，つまり，ニーチェのいう「真
にドイツ的とは非ドイツ化することである」(deutschseinistsichent-
deutschen)'3)という激しい精神の痛切な祈りがこもるH61derlinの崇高
な詩業のうちに， ドイツヒューマニズムの深みと真の結実を見るのである．
HarmonischeEntgegensetzungを象徴的にしかも的確に解釈学的方
法で見事に解釈しているStaigerに，今後も指標を求めて行かねばなら
ないのであるが，他面，詩人が如何に現代的意義を持っているかに即し
て， ここではBerteauxJPRyan'4)の例にみられるように，現在との
アクチュアルな問題とのかかわりの究明は，今後一層必要不可欠のものと
なってくるであろう．
〔注〕
1)Marx.Engels:AusgewahlteSchriftenll.Berlinl966.S.334
2)H61derlinSamtliCheWerke2,2S.384GroBeStuttgarterAusgabe.Stutt-
gartl951.(以下GSA.と略す）
3） 「ドイツ史」クセジユ文庫59．22頁
4)FritzStrich:DichtungundZivilisation.MeyerundJessen.Miinchen
l928．S.225
5)GSA.3.S､156
6)EmilStaiger:H61derlin;DreiOden．I :Meisterwerkedeutscher
Sprache・Ziirichl957．S.14
7)E.A.Bertram:Nietzsche・Berlinl919．S.66
8)EmilStaiger:H61derlin;DreiOden,In:MeisterwerkedeutscherSpraChe.
Ziirichl957.S.23
9)Staiger:ibid.S.17
10)Staiger:bid.S.56
11)FriedrichBeiBner:InGSA.2,S.413
12)MartinHeidegger:ErlauterungzuH61derlinsDichtungen.Frankfurt
a．M.1951.S.44
13)FriedrichNietzsche:Menschliches,Allzumenschliches.KTA.Bd.72,II.
S.142
14)LaurenceRyan:H61derlinunddiefranz6sischeRevolution.In:Deut-
scheLiteraturundFranz6sischeRevolution.VR1395・G6ttingenl974.
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Notizen zu Hölderlins 
,,Heidelberg" 
-Der Weg zu den späten 
Hymnen (II)-
. Hölderlins Ode „Heidelberg" ist eine der Oden, durch die sich 
seine Vaterlandsanschauung genau erkennen läßt. Sie spiegelt die 
Vorstellung seiner Vaterlandsliebe, die mit seiner Naturanschauung 
identisch ist. Hier ist die Stadt „Heidelberg" als seine innere 
Landschaft zu begreifen. Hier sublimiert sich die Poesie der Ode 
zu einem Gedanken. Die Ode „Heidelberg" läßt sich als Über-
trittspunkt zu seinen späteren Hymnen, die gerade auf den deut-
schen Humanismus hindeuten, verstehen. 
Wie Heidegger vermerkt, stellt sich Hölderlin dem historischen 
Schicksal der Zeit gegenüber, in der die Sprache des Dichters als 
ein Ursprung zu begreifen ist. 
Bei der Untersuchung der Ode „Heidelberg" verdanken wir viel 
der Interpretation Staigers über die Oden Hölderlins, während 
Bertaux dabei die wichtige Frage über Hölderlins Weltanschauung 
stellt, die für sehr aktuell gehalten werden muß. Die beiden 
Forscher legen uns sehr wichtige Gedanken vor, die wir in den 
Kreis der weiteren Betrachtungen hineinziehen müssen. 
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